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小型家電に含まれるリチウムイオン
蓄電池の検知・回避・無効化における

NEDOの取り組みについて
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1. NEDOの概要

2. サーキュラーエコノミー部3Rチームの取り組み

3. NEDO懸賞金活用型プログラムの概要

4. 懸賞金ファイナリストの研究開発成果のご紹介
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◼ NEDOは、「エネルギー・地球環境問題の解決」や「日本の産業技術力の強化」
のため、委託事業や補助金などにより技術開発を支援する政府の機関。

◼ 研究開発マネジメントを通じて、幅広い技術領域を支援。スタートアップの成長
支援や分野を横断した技術シーズ発掘・産学連携・海外展開等の技術開発支援
も実施。

NEDOの概要
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サーキュラーエコノミー部（CE部）の概要

火力・製鉄・熱
CCS

カーボンリサイクル

水

フロン3R

◼ CE部では、火力発電、製鉄、セメント製造、熱プロセスなどのCO2大量排出源
における排出削減技術、排出されるCO2の分離回収技術、回収されたCO2の
カーボンリサイクルや貯留技術を始め、プラスチックや金属等を対象としたリサ
イクル技術、温室効果係数の低い次世代の冷媒技術などの分野における技術開
発に取り組む。
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CE部3Rチームで取り組んでいる国家プロジェクト

廃家電製品
のリサイクル

多様な廃家電製品（スマートフォン、タブレット、ゲーム機
等）を対象に、貴金属、銅、レアメタルベースメタル、プラス
チック等の資源を余すことなく循環利用が可能となる基盤
技術を開発。

アルミスクラップから高性能な再生展伸材へアップグ
レードするための溶解工程における不純物元素軽減
技術および鋳造・加工・成形工程における微量不純物
無害化技術を開発。

アルミニウム
のリサイクル

プラスチック
のリサイクル

廃プラスチックに対して、高度選別技術や新しい材料再生
技術などを用いることにより、環境負荷を抑制しつつ高効
率なプラスチック資源循環システムを実現するための基盤
技術を開発。

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

高度循環型システム構築に向けた
廃電気・電子機器処理プロセス基盤後術開発

GXグループ 資源循環経済課／18.0億円（2025FY）

アルミニウム素材高度資源循環システム構築事業
製造産業局 金属課／2.5億円（2025FY）

革新的プラスチック資源循環プロセス技術開発
GXグループ 資源循環経済課／4.7億円（2024FY）
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高度循環PJにおける電池解体の取り組み
◼ 課題
• スマートフォン、タブレットは内部構造が多種多様で、画一的な解体が困難
• 電池は接着固定されており、無理に剥がして傷つけると発火の恐れあり
◼ 開発システム
• 各製品の内部構造に応じて自動解体するシステムを開発

《ステップ３》

冷却して電池の接着固定を

無効化

《ステップ４》

筐体端部に打撃を加えて解体

解体結果

電池

基板

筐体 液晶

対象物：スマートフォン、タブレット

処理能力：最大600台/時

廃小型家電の無人選別システムの一部として実証研究中（NEDOプレスリリース 2025/9/25）

https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101887.html
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NEDO懸賞金活用型プログラム

◼技術課題や社会課題の解決に資する多様なシーズ・解決策を「コンテスト形式」に
よる懸賞金型の研究開発方式を通じて募るプログラム“NEDO Challenge”に
より、将来の社会課題解決や新産業創出につながるシーズをいち早く発掘。

◼懸賞広告応募者と当該シーズのユーザーとの連携の機会を創出し、短期に共同研
究等につなげることを目指す。
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◼ 小型家電製品に含まれるリチウムイオン蓄電池（以下、LiB）の安全な回収を
テーマとして懸賞金活用型の技術開発を実施し、LiBの再資源化を後押しする。

NEDO Challenge, Li-ion-Battery 2025
～発火を防ぎ、都市鉱山を目指せ！～

収集運搬 処理施設での処理

前処理 破砕 後保管誤ったごみ区分にLiBを排出

製造・販売 利用 排出・運搬

【テーマ①】

LiB検出装置（ポータブル型・設置型）
課題：誤ったごみ区分に混入したLiB、LiBを含む製品をパッカー車

等での回収段階、あるいは、処理工程で、発火の危険性が高まる破

砕工程より前に検知する装置であること。なお、検知により可燃物

から分離することを可能にし、火災を防止することを企図する。

【テーマ②】

LiBの発火危険性の回避・無効化装置
課題：発火能力のない状態のLiBを選択的に回収する、その他の方法により、回収・運搬

時の発火危険性を回避する、あるいは、発火能力の有無にかかわらず回収したLiBを放

電、電解液除去、その他の方法により無効化する装置であること。

【アイディア】

LiBの適切な排出を促すアイディア
課題：自治体や家電量販店、通信販売事業者等が積極的に

LiBを回収し、排出者が正しく安全に排出することを促す仕

組みのアイディアを募る。

認
識
・
見
え
る
化

無
効
化

実現したい状態 ①
LiBの回収ボックスが安全に運用でき、積極
的に回収される

実現したい状態 ②
不要となったLiBやLiBを含む製品が、誤ったご

み区分に排出された場合に早期に検知され、可
燃物から分離、安全に再資源化できる
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～7月
初旬

エント
リー受付

4月10日～
6月10日

１次審査

1月22日

ファイナリスト：技術・装置開発

企画運営事務局：伴走支援

最終審査
（プレゼンテーション）

7月～12月

2024年 2025年

12月
上旬

成果確認
審査

NEDO Challenge, Li-ion-Battery 2025
～発火を防ぎ、都市鉱山を目指せ！～

テーマ1：リチウムイオン蓄電池の検出装置
（ポータブル型・設置型）

テーマ2：リチウムイオン蓄電池の発火危険性
の回避・無効化装置

1位：株式会社PFU／株式会社IHI検査計測 1位：株式会社電知

2位：株式会社物井工機 2位：早稲田大学 所研究室

3位：大谷清運株式会社
3位：芝浦工業大学 チームリサイクルデザイン

3位：東北工業大学 下位研究室

ファイナリスト：
・株式会社タクマ／産業技術総合研究所
・株式会社TBM
・同志社大学／平林金属株式会社

ファイナリスト：
・名古屋大学 石垣 範和
・ほか1者
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ファイナリスト開発成果のご紹介
テーマ１：LiB検出装置（ポータブル型・設置型）

➢ X線＋AI

大谷清運株式会社 株式会社タクマ／産業技術総合研究所

※コンテスト時（2025年1月）の状況
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ファイナリスト開発成果のご紹介
テーマ１：LiB検出装置（ポータブル型・設置型）

株式会社PFU/株式会社IHI検査計測 株式会社物井工機

➢ X線＋AI

※コンテスト時（2025年1月）の状況
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➢ テラヘルツ波

ファイナリスト開発成果のご紹介
テーマ１：LiB検出装置（ポータブル型・設置型） ※コンテスト時（2025年1月）の状況

芝浦工業大学 チームリサイクルデザイン

➢ ミリ波

株式会社TBM



CONFIDENTIAL 13

➢ 磁気

ファイナリスト開発成果のご紹介
テーマ１：LiB検出装置（ポータブル型・設置型） ※コンテスト時（2025年1月）の状況

同志社大学／平林金属株式会社
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➢ 放電診断機・安全運搬ボックス ➢ 固形消火剤・消火機器

ファイナリスト開発成果のご紹介
テーマ２：LiBの発火危険性の回避・無効化装置 ※コンテスト時（2025年1月）の状況

株式会社電知 名古屋大学 石垣 範和
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➢ アルカリ水溶液処理

ファイナリスト開発成果のご紹介
テーマ２：LiBの発火危険性の回避・無効化装置 ※コンテスト時（2025年1月）の状況

東北工業大学 下位研究室

➢ 電気パルス処理

早稲田大学 所研究室



ニュースリリースや公募、イベント情報等、様々な最新情報を発信しています。

ぜひフォロー・ご登録をお願いします！

NEDO Channel

NEDO PR Channel

NEDO
（@nedo_info）

NEDO【英語版】
（@nedo_info_en）

NEDO

スタートアップクラブ


